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３．共同研究実施報告 

（１）研究体制の構築 

① 共同研究体制の構築状況 

本事業「ナノメディシン拠点形成の基盤技術開発」における共同研究は、固形癌の診断・

治療を主要なテーマとしており、２つの大テーマから構成されている。（内容は、「Ⅱ．

事業報告 １．事業概要 （３）事業内容」参照） 

研究体制の構築状況は、「図９ 研究体制図」のとおりである。 

コア研究室において、研究統括の下に研究リーダー会議を設置し、この会議の下に各研

究グループが構成された。また、共同研究を促進するため、研究統括が共同研究推進委員

会を主宰した。（各役割は、「Ⅱ．事業報告 １．事業概要 （２）事業推進体制」参照） 

コア研究室はこれらの機関により構成され、共同研究については、更に京都大学をはじ

めとする大学等の研究機関や参画企業における各研究室と一体となって推進した。 

共同研究の推進に当たっては、研究統括が中心となり、事業総括、新技術エージェント

等と協議しつつ全体的な舵取りを行った。また、研究リーダー会議において、研究開発の

状況把握、今後の方向付け、研究グループ相互間の連携や調整を行った。また、特許化や

事業化等については、新技術エージェントが中心となり、個々の具体的な事例が生じるご

とに、研究リーダーや参画企業等と綿密な調整を行った。 

研究テーマは、当初は２大テーマ、４中テーマ、１５小テーマであったが、「（２）研

究テーマの推移」で後述するとおり、中間評価における指摘を踏まえ、フェーズⅡにおい

て大幅な変更を行い、２大テーマ、２中テーマ、９小テーマに再編を行った。 

大テーマごとに研究グループを構成し、グループ内の進捗状況の確認と調整を行った。

また、中テーマ内、小テーマ内においても、常時、研究者と参画企業等が相互調整や検討

会議を行いつつ、研究目標の達成を図った。 

 

② 全体的な進捗状況 

本事業の研究成果として、受賞８件、論文誌掲載件数１４５件（国内５４件、国際９１

件）、口頭発表・ポスター発表件数３７４件（国内２７１件、国際１０３件）に表される

ように、非常に活発な、また、内容の充実した研究が実施された。 

実用化、事業化に向けても、商品化２件を達成するほか、特許出願件数２０件（うち外

国出願３件）、他事業への展開１２件を数えるに至っている。 

元来、本事業が目指す医療分野では、医薬品のシーズが上市に至るまでに１０年から１

５年間という長期の期間と、その間の巨額の研究開発資金が必要とされる分野である。本

事業の事業期間である５年間という期間は、革新的な医療機器及び医薬品のリード創出の

期間というべきであり、その意味で、フェーズⅢにつながる研究成果が創出され、新たな

公的研究開発プログラムで更なる展開が図れる状況となっていることは、極めて大きな価

値があることと考える。 
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図９ 研究体制図 

研究統括 京都医療科学大学学長 髙橋 隆

研究リーダー会議

（中テーマ）
ポータブル型デバイスの研究開発と事業化試作

（中テーマ１）
融合ナノ材料によるイメージング・ターゲティングおよびＤＤＳ材料
の開発・試作

（小テーマ）
① 刺激応答ナノ磁性粒子の融合材料開発
② 腫瘍特異的プローブの融合材料の開発
③ 低酸素特異的融合タンパク質の融合材料の開発
④ 疾患特異的ナノキャリアの融合材料の開発

（中テーマ２）
融合ナノ材料によるイメージング・ターゲティングおよびＤＤＳ材料
の評価・実用化検討

・ グループリーダー：

京都大学大学院工学研究科教授 小寺秀俊

京都大学再生医科学研究科教授 岩田博夫

・ 参加大学：７、参画研究機関等：１、参画企業：７

・ 雇用研究員：１６名

・ 共同研究員：１９名（以上、平成21年度）

共同研究推進委員会

研究グループ１（G1）
（研究テーマ１）
ナノデバイスによる医療用検査システムデバイスの開発

研究グループ２（G2)
（研究テーマ２）
ナノテク材料による医療用イメージングとターゲティング技術の開発

コア研究室

微量の血液で腫瘍マーカーを
簡便、安価に検査

更に、高度化した精密検査によりがんの
部位と病態を特定し、DDSにより治療

連携・協力

大
学
・研
究
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（小テーマ）

① 感染症検査用センシングデバイスを用いた応用研究

② 小型化高感度センシングデバイスの開発と事業化検討

③ 送流系およびマイクロ流路の高度化

④ ナノデバイスを利用した細胞機能計測とイメージング

材料の機能検証への利用検討

⑤ 血管探索手法の開発

・ グループリーダー：

京都大学大学院医学研究科教授 平岡眞寛

京都大学大学院工学研究科教授 中條善樹

・ 参加大学：３、参画研究機関等：１、参画企業：４

・ 雇用研究員：１４名

・ 共同研究員：１４名（以上、平成21年度）


